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死後の世界があるかどうかという質問は、科学分野のものではありません。なぜなら、科学
はただ記録されたデータの分類と分析に重きを置くだけだからです。更にここ数世紀、人は太古
の昔から死後の世界の概念について馴染んでいたにも関わらず、現代の言葉でいう科学探求や研
究に追われているのです。神の預言者達は皆、神を崇拝し死後の世界を信じるために、彼らの
民に呼びかけました。彼らは死後の世界の信仰を非常に強調していたため、その真実性に少し
でも疑いを抱くことは神を否定するどころか、他の全ての信仰をも無意味にしてしまう
ことを意味していました。神の預言者達はやって来ては去り、その到来の時期は何千年もの間
に渡りました。そして彼らは皆、死後の世界について宣言しました。彼らが皆この形而
上の問題を確信をもって、かつ一様に取り扱っているということは、死後起こることに関しての彼ら
の知識の源泉が全て同じところに発していることを証明しています。つまりそれは神の啓示な
のです。
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W私たちはまた、神のこれらの預言者達が彼らの民から厳しく迫害されたのは、主に一度死ん
だ者が復活することについて、彼らがそれを不可能であると思っていたからであったと
いうことを知っています。しかし彼らの迫害にも関わらず、預言者達は多くの信者を勝ち得ま
した。何がこれらの信者に、以前の信仰を捨てさせるような仕組みにしたのでしょうか？
社会から完全に疎外されるリスクがあっても、何が彼らに先祖達の伝統と習慣、定着した信仰を拒
否するまでに導いたのでしょうか？その単純な答えは、彼らが精神と心の能力を用いること
により、その真実に気づいたということです。彼らはそれを経験することによって、その真実に気
づいたのでしょうか？いいえ、死後の世界を知覚的に経験することは不可能です。

事実、神は人間に知覚的意識、理性、感性、そして道徳的意識をも与えられたのです。この意識が人
を感覚的データを通しては証明出来ない真実へと導いたのです。ですから神の預言者達は皆、人々に
神と来世を信仰するよう呼びかけている間、人間の感性や道徳感、そして理性的側面に訴えかけ
たのでした。例えばマッカの偶像崇拝者達が死後の世界の可能性さえも否定した時、クルアーン
は死後の世界を証明する大変進歩した、理論的かつ理性的な議論により、彼らの見解の弱さを露呈したの
です:

“?????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????

?????????????????????????????????????????????????????????”(?????36:78-81)

また他の折には、クルアーンは不信者が死後の世界を拒否する根拠がないことを明言してい
ます。それは単なる憶測に基づいたものです。

“?????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????

??’”(?????45:24-25)

もちろん神は全ての死者を蘇らせますが、それは現世での私達のきまぐれや無駄な監査のためなどで
はありません。神にはかれ自身のご計画があるのです。全宇宙が破壊された時にその日はや
って来て、そして神の前に立つために死者は再び復活するのです。その日が永遠の命の始
まりとなり、全ての者はその善行と悪行によって神からの報いを受けるのです。



クルアーンが示す死後の世界の必要性についての説明は、人の道徳的意識が必要とすることです
。事実もし死後の世界がなければ、神への信仰は無意味となるか、あるいは例え或る者が神
を信じたとしても、それは理にそぐわない適当な神となるでしょう。またそのような神
は、かつて人間を創ったものの、その後の彼らの運命には無関心なだけの神となったでしょう。も
ちろん神は公正です。かれは何百もの罪のない人を殺し、社会に大きな不正を生み、気ま
ぐれにまかせて多くの人を奴隷にするなどの数えきれない罪を犯した暴君を罰されます。
。人はこの世界で非常に短い期間生活をするのであり、またこの物理的な世界は永遠では
なく、人の高貴な行いや邪悪に対するそれ相応の罰や報いはこの世界では達成されません。クルアーン
には審判の日が必ずやって来て、そして神は各々の魂がその行為の記録に応じてその運命を決定され
る、と述べられています：

“?????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????

????????”(????? 34:3-5)

復活の日は、神の特質である正義と慈悲で満ち示される日になるでしょう。神は、永遠の祝福が
待っていることを信じつつ、かれのために現世で苦労した者にその慈悲を浴びせられます
。しかし神の寛大さを乱用し、来世を気にかけない者は、最も惨めな者となるでしょう。
クルアーンの中には、彼らの明瞭な対比が述べられています:

“??????????????????????????????????????????????????????????????????????????” (?????
28:61)
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